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2019-2020 年度 RI 会長 マーク・マローニー 

 

例会予定   １１月２０日 外部卓話  茨城県議会議員 金子晃久様 

         １１月２７日 ロータリー情報委員会卓話 鈴木邦彦会員 

 

VOL.５７  Ｎｏ．１８ （通算Ｎｏ．2615） 

 

２０１９年１１月１３日（水）  例会プログラム           

点     鐘 

ロータリーソング・四つのテスト 

ビジター紹介 

出 席 報 告 

ＳＡＡ 報 告 

諸  報  告 

幹 事 報 告 

会 長 挨 拶  

外部卓話 常総市観光物産協会 会長 熊谷 昇様 

  映画製作プロダクション合同会社リーズフィールド                                                                                                                  

監督/プロデューサー 菅乃 廣様 

 

２０１９－２０２０年度     会  長  瀬 戸 隆 海       幹  事  五木田利明  

創立 １９６３年９月２５日 

≪例会場・例会日≫                        ≪事務所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790         〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3 階                             釜久ビル 3 階 

毎週 水曜日 12：30～13：30 
�����0297-22-1251        ℡ 0297-30-0875    Fax 0297-30-0876 

                                              Email mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

                                                       URL http://www.mitsukaido~rc.jp/ 

水海道ロータリークラブ 

mailto:mitsu-rc@lapis.plala.or.jp
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例会報告    VOL.５７  No. １７ (No.2614)  １１月 ６日(水) 晴れ (司会 石塚克己委員長) 

  本例会での主な事項 

◎会長挨拶            ◎外部卓話  一般財団法人日本競輪選手会茨城支部 

                                  支部長 戸邉裕将様、事務長 小川晋一郎様 

 

ビ ジ タ ー 

一般財団法人日本競輪選手会茨城支部 

支部長 戸邉裕将様、事務長 小川晋一郎様 

 

誕 生 祝  

 

≪会員≫松村仁寿会員 田上秀雄会員 青木正弘会員 長塚 暁会員 草間春正会員 染谷正美会員 

      北村英明会員 石井康弘会員 

≪ご夫人≫倉持会員 瀬戸会員 

 

諸 報 告  

雑誌委員会  河合恒芳委員長 

ロータリーの友11月号を紹介いたします。 

横組み、Ｐ３、ＲＩ会長メッセージです。 

 毎年11月に国連で開催されるロータリーデーは、国連とロータリーの大切な記念日です。1945年に国際

連合が設立されたサンフランシスコ会議で重要な役割をロータリーが担った事を思うと、私たちにとってこ

の日を祝うのはごくあたりまえのことです。ひとつの団体では、世界中の人々にきれいな水を提供すること

も、飢餓をなくすことも、ポリオを根絶することもできません。しかし、国連のようなバートナーと協力すれば、

必ず実現できるのです。 

Ｐ7 １１月は「ロータリー財団月間」です。 

Ｐ１３にかけて、ロータリー財団の最新統計データ、財団への寄付の種類や認証について紹介しています

ので、ご覧ください。 

縦組み、表紙は、「アーチ・フランク」さんです。 

ロータリー財団の父と称される財団の創始者。1917年、アトランタ国際大会での提案が「ロータリー基金」と

してスタートしてロータリー財団へつながっていきました。詳細はＰ４０をご参照ください。 

Ｐ７３ ポリオ根絶に向けて わがクラブの先輩 

と題して、東京麹町ＲＣ元会長 久保田智也さんのスピーチが掲載されています。 

 東京麹町ＲＣの先輩・山田つね会員、峰英二会員が、ポリオ根絶運動をスタートさせました。二人の驚く

べきところは、先ず個人で現地へ出かけ、それを当クラブの活動に据え、次に地区レベルの活動として拡
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大させたことです。ポリオ根絶運動は、やがて国際ロータリーが、ポリオ根絶へと動き出す一因となり、世界

保健機構やビルゲイツ財団などのグローバルな組織にまで、広がっていきました。 

  ８８年に山田会員が亡くなり、翌年峰会員が亡くなりました。死因は心不全とされていますが、二人ともポ

リオ根絶に訪れていたインドの風土病にかかったのではないかとされています。いずれにしても、ポリオ根

絶に殉じた死であったことに間違いありません。命を懸けて奉仕を続けたことが、ロータリーのポリオ根絶と

いう活動に昇華したのです。このことを覚えていただきたいと思います。 

 ポリオ根絶運動に奉仕の輪を、広めていきましょう。 

最後に、ご投稿のお願いをして、終わりにします。 

 

ロータリー情報委員会  石井康弘委員長 

１１月６日（水） 午後６時より野村屋にて第１回目のインフォーマルミーティング開催致します。 

講師は北村 仁会員です。 

  

  

    

 

親睦活動委員会  大堀和久委員長 

忘年会のお知らせです。１２月７日（土）守谷市アジュールです。１８時からです。 

詳細につきましては、本日の理事会を経て改めてお知らせ致します。ご参加宜しくお願い致します。 

 

幹 事 報 告  五木田利明幹事 

週報受理クラブ 水戸ＲＣ、水戸西ＲＣ 

例会変更通知 牛久ＲＣ  １１月１８日（月）休会 
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会 長 挨 拶  瀬戸隆海会長 

戸邉様、そして小川様、本日は水海道ロータリークラブ例会にお越しいただ

きましてありがとうございました。そして、日本競輪選手会茨城支部の皆様方に

は、９月２３日に行われました水海道ロータリークラブの事業において、コラボと

いう事で御一緒に事業をさせていただきました。男子選手もそうでしたが、女子

選手の人気は絶大なものがあるように見受けられました。 

実は、戸邉選手は私の寺の檀家さんでして、檀家としてのお付き合いはあっ

たのですが、別な繋がりという事でこのようなご縁をいただけたことは、大変うれ

しいものであります。このクラブにも報国寺の檀家さんがたくさんおられますので、そういった繋がりもできれ

ばと思います。 

早いもので、１１月になりました。１０月までは幾つもの台風で各地に大きな被害をもたらしましたが、さす

がに１１月となると台風ははるか沖合には存在しているものの、大陸の高気圧に阻まれまして、日本には近

寄ってくることはできません。そして、北海道や東北、そして富士山おいても例年よりかなり遅く初冠雪があ

りました。 

ロータリーにおいては、１１月は財団月間であります。熊谷委員長が既に会場入り口で、」皆さんのご寄

付の受付をしておられました。何卒、熊谷委員長にとられるという事ではなく、皆さんの浄財で社会に良い

ことをしようというような気持で、ご寄付をいただきたいと思います。ロータリー財団の起こりは、1717 年に第

６代ＲＩ会長であったアーチ C. クランフ会長がアトランタで行われた国際大会で、「世界で良いことをする

ため」に基金の設置を提案ました。それが、ロータリー財団の誕生です。最初の寄付金は、米国ミズーリ州

カンザスシティ・ロータリー・クラブからの 26 米ドル 50 セントでした。1928 年、5,000 米ドルにまで成長した

この基金は、「ロータリー財団」と名づけられ、国際ロータリーから独立した別機関となりました。ロータリー

財団の正式名称は、「国際ロータリーのロータリー財団」です。ロータリー財団の唯一の会員は「国際ロータ

リー」です。と言うことは、皆さんの財団と言うことになります。ロータリー財団の標語は『世界でよいことをし

よう。（Doing good in the world）』で、今もこの標語が受け継がれています。 

ロータリー財団の寄付金の種類は、大きく分けて年次寄付金、恒久寄付金、使途指定寄付金になります。

当クラブとしては、年次寄付金については目標金額分についてはクラブ会費として徴収させていただき、ロ

ータリー財団に寄付させていただいております。恒久基金については一般についてはベネファクターと言

われる寄付金であります。通例、当クラブにおいてはその年のクラブ会長が寄付させていただいております。

使途指定寄付金というのは、様々な寄付金がありますが、使途を定めて寄付をすることであります。今頂い

ておるのは、ポリオ根絶寄付金であります。 

では、ロータリー財団の運営資金はどのように賄われているかというご質問があります。その資金は、皆

さんからお預かりした年次基金、恒久基金を運用し、その運用益を充てております。年次基金については、

皆さんからお預かりした寄付金を三年間運用し、三年後には預かった寄付金の半額が各地区に還付され

ます。その還付された寄付金の２分の一は地区補助金として、残り半分はグローバル補助金として使われ

ます。 

財団については、次の例会でお話ししたいと思いますが、今のシステムになったのは今から六年前の長

谷川ガバナー年度に大きく変わりました。その時に言われたのが「未来夢計画」というキャッチフレーズでし

た。しかし、新しいシステムでスタートした時は当地区も含めて各地区において財団委員会が暴走し、３年

前に RI より財団委員会、国際奉仕委員会、社会奉仕委員会との連携について通達がされました。 

財団は、寄付を集めるのも大事でありますが、有意義に使う事も大事であります。是非とも、財団に興味を

持たれまして、財団の在り方について関心を持っていただけたらと思います。 
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外 部 卓 話   一般財団法人日本競輪選手会茨城支部 

支部長 戸邉裕将様、事務長 小川晋一郎様 

・現在４８歳 競輪現役選手 水海道は所

縁が深い 報国寺の檀家である  

・水海道第一高等学校卒業 

 在校中はサッカー部 

・競輪場は小倉が発祥 全国に４３場があ

る 取手競輪場は昭和２５年に開設 

・競輪は各種イベントにさまざまな貢献をし

ている 茨城県には６３４億の財源（税）を

与えている 

・父親、伯父、親戚が皆、競輪選手で小さいときから憧れであった ポルシェを乗っている姿やそうした生

活にも憧れていた 

・小中学校から高校までサッカーをやっていたが競輪選手になりたい気持ちが強く競輪学校に受験するた

めに毎日１００キロ練習走行の繰り返し 

・１０００メートルタイム１分１０秒、１１が合格ライン それをクリアするために従兄弟の師匠指導のもと毎日１５

０キロの練習走行 ５回目の挑戦にしてクリアでき入校できた 

・プロの前段階の約１００競技では優勝が無いままプロ選手になった 

・それがバネになり現在まで A 級１班まで登りつめることができた もし競輪学校や卒業に難なく成績を収

めていたら今の自分は無いと思う 失敗や屈辱 悔しさがあったからこそ今日の自分があると思う とに

かく人よりも１回転多く練習した 

・競輪選手には定年が無い しかし成績により年間かなりの選手が定年宣告にもなる 

・現在はレースに出場がてら個人的に後輩の指導や支部長として地域社会に競輪選手会イベントを企画

している 

・鬼怒川サイクルフェスタ２０１９では水海道ロータリークラブとのコラボで大会をサポートできたこと 深く感

謝しています 
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出 席 報 告   青木英男委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 出席免除 メーク 出 席 率 

５７名 ４０名 １７名 ０名 ４名 ７７．１９％ 

 

ニコニコボックス   齋藤政博委員長              入金額  89,000 円   累計  811,000 円 

誕生祝御礼 ≪会員≫草間・長塚・松村・田上・北村（英）・染谷（正）・石井・青木（正）〔思えば大病もせず

に今日まで過ごすことが出来ました。今は亡き両親に丈夫に生んでくれたことを感謝です。今月で even 

par です!〕   各会員 

≪ご夫人≫瀬戸・倉持・鈴木(旦)〔ロータリーの皆様いつもご苦労様です。美味しいジャムありがとうござい

ました。家族で楽しく頂きました。今後共よろしくお願いいたします〕  各会員 

戸邉さん、小川さん、卓話宜しくお願いします。  瀬戸会員 

戸邉様、小川様ようこそお出で下さいました。本日卓話よろしくお願いいたします。  石塚(克)会員 

何も出来ませんが一生懸命務めます。皆様お手柔らかに!  北村(仁)会員 

１１月に入ったらいきなり寒くなって参りました。秋はどこへ行ったのでしょうか?皆さん体調には充分お気を

付けて下さい。    松坂会員 

谷和原グランドゴルフ大会無事終了致しました。来週欠席します。  雨谷会員 

財団月間ありがとうございました。  熊谷会員 

早退します。  五木田(利)会員 

例会欠席しました。   松崎・桑名  各会員 

欠席が続きました。  鯉沼会員 

母の葬儀告別式にご会葬いただきありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。 

染谷(正)会員 

 

会報委員会  福田克比古委員長  染谷正美副委員長  板垣吉郎委員 


